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第54号

実
り
の
秋
へ
　

二
十
二
年
　

上
半
期
を
考
え
る

　
五
月
の
青
空
の
広
が
っ
た
二
十
二

年
度
の
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
総
会

の
日
か
ら
、
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
各
委
員
会
が
、
総
会
時
に
ご
承
認

い
た
だ
い
た
、
担
当
事
業
を
学
び
を

深
め
な
が
ら
粛
々
と
行
っ
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
今
、
教
育
の
危
機
を
考
え
る
」
と

い
う
リ
レ
ー
講
座
で
は
毎
回
八
十
名

前
後
の
出
席
者
が
、
学
び
、
そ
の
知
識

を
深
め
て
い
ま
す
。
こ
の
「
ら
･
ら
･
ら

五
十
四
号
」
が
、
お
手
元
に
届
く
頃
に

は
次
の
事
業
の
骨
組
み
が
整
っ
て
、

新
た
に
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
上
半
期
の
各
委
員
会
や
、
加
盟
団

体
の
活
動
の
消
化
状
況
を
お
知
ら

せ
す
る
と
共
に
、
下
半
期
へ
と
続
く

協
議
会
の
行
事
等
が
、
さ
ら
に
皆
様

の
「
生
涯
学
習
」
の
毎
日
を
深
め
て

行
く
一
助
と
な
る
こ
と
が
で
き
た

ら
幸
い
で
す
。

●
八
月
九
日

　
「
函
館
子
ど
も
歌
舞
伎
」
が
、
市

民
会
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
感

想
で
は
、「
涙
と
笑
い
、
す
ば
ら
し
か

っ
た
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。
主
催
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
別
市

文
化
協
会
で
し
た
。

●
八
月
十
四
・
十
五
・
十
六
日

　
「
盆
踊
り
」
が
旭
公
園
を
会
場
に

三
日
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
十
六

日
に
は
仮
装
を
凝
ら
し
た
市
民
の

皆
さ
ん
が
た
く
さ
ん
、
参
加
さ
れ

て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
主
催
は
、「
野
幌
商
店
街
振
興
組

合
」
で
す
。
や
き
と
り
に
ビ
ー
ル
が

美
味
し
い
季
節
の
楽
し
い
、
な
つ

か
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
笑
顔

が
た
く
さ
ん
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

●
八
月
二
十
六
日

　
生
涯
学
習
と
公
民
館

　
〜
『
新
し
い
公
共
』
の
視
点
か
ら
〜

　
札
幌
国
際
大
学
准
教
授
　

佐
久

間
章
氏
を
講
師
と
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
「
正
解
主
義
か
ら
修
正
主
義
へ
」

と
い
う
言
葉
に
何
だ
か
救
わ
れ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
生
涯
学

習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
会
の
主

催
で
し
た
。

●
九
月
十
一
日

　
野
幌
公
民
館
に
て
「
あ
べ
弘
士

さ
ん
と
お
話
の
世
界
を
つ
く
ろ
う
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
三
世
代
で
の
参
加
の
方
や
、
昨

年
の
読
み
聞
か
せ
講
習
会
を
受
講

さ
れ
た
方
な
ど
お
よ
そ
百
人
の
方

が
大
笑
い
し
、
絵
を
描
き
、
楽
し
く

参
加
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

江
別
の
主
催
で
す
。

　
八
月
二
十
日
か
ら
は
、
大
麻
公
民
館

を
会
場
と
し
て
当
協
議
会
主
催
の
「
リ

レ
ー
講
座
」
が
連
続
五
回
で
、
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
毎
年
熱
心
に
受
講
さ
れ

て
お
り
、今
年
も
毎
回
八
十
名
前
後
が
、

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
回
の
感
想
を
、受
講
者
の
皆
様
に

お
願
い
し
て
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。中
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
か
ら
も
、
都

合
が
つ
け
ば
行
き
た
か
っ
た
、
と
い
う

声
も
あ
り
ま
し
た
。「
テ
ー
マ
」
に
よ
っ

て
は
、
実
際
の
子
育
て
中
の
方
が
参
加

で
き
る
と
良
い
の
に
･
･
･
。
と
い
う
の

も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
想
像
を
超
え
た
速
さ
で
変
わ
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
難
し
い

問
題
や
、
人
間
関
係
に
疲
れ
た
親
子

の
あ
り
方
な
ど
も
「
聞
い
て
も
ら
い

た
い
」「
話
を
し
た
ら
少
し
楽
に
な
っ

た
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
闇
の
中
の
灯

り
が
見
え
て
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　「
安
定
、安
心
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
存

在
を
尊
重
さ
れ
て
い
る
と
実
感
で
き

る
と
き
に
人
は
そ
の
存
在
を
確
認
で

き
る
」と
い
い
ま
す
。

　
親
子
と
い
う
の
は
、
そ
の
最
も
重

要
な
関
係
で
あ
る
の
で
す
。
わ
が
子

を
愛
し
て
や
ま
な
い
の
が
、
親
で
あ

り
そ
れ
を
実
感
で
き
る
か
ら
、
子
は

荒
波
を
超
え
て
ゆ
く
力
を
も
て
る
の

で
す
。
幼
い
子
の
事
件
が
あ
る
と
、
そ

の
両
親
は
愛
さ
れ
て
育
っ
た
は
ず
な

の
に
と
思
い
ま
す
。

　
「
あ
な
た
が
１
番
大
切
で
、
大
事
で

可
愛
く
て
愛
し
て
い
る
よ
。
」
を
伝
え

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
親
子
ば
か

り
で
な
く
、時
に
は
家
族
み
ん
な
に
も
！

　
上
半
期
を
ま
と
め
て
、
充
実
し
た

内
容
だ
な
と
、
生
涯
学
習
推
進
協
議

会
の
各
団
体
や
、
各
委
員
会
の
活
躍

に
改
め
て
、
驚
き
ま
し
た
。

　
二
十
二
年
下
半
期
に
向
け
て
、
皆

様
の
活
躍
は
続
き
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
「
活
動
の
一
端
」
を
会
員

の
み
な
ら
ず
沢
山
の
方
に
も
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

「
少
年
老
い
や
す
く
学
成
り
難
し
」
で

あ
れ
ば
、ま
だ
ま
だ「
少
年
の
域
」で
す
。

学
び
あ
う
仲
間
を
求
め
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？
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演
題
／

講
師
／
百
々
瀬
　

い
づ
み
氏

　
　
　

（
天
使
大
学
　

栄
養
学
科
　

講
師
）

日
時
／
平
成
２２
年
１０
年
１６
日

　
　
　

１３
時
３０
分
〜
１５
時

会
場
／
大
麻
公
民
館
研
修
室
２
号

　
　
　

（
大
麻
中
町
２６
ー
７
）

定
員
／
８０
人

参
加
費
／
無
料

申
し
込
み
／
１０
月
４
日
（
月
）

♥
子
育
て
テ
レ
ホ
ン

　
T
E
L
　

3
8
4
・
7
0
0
5

　
月
〜
金
　

１０
：
００
〜
１２
：
００

♥
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

　
T
E
L
　

3
8
3
・
8
0
0
9

月
〜
金
　

１３
：
００
〜
１７
：
００

◇
詳
細
は
申
し
込
み
先
へ

子
ど
も
時
代
の
食
、
思
春
期
（
高
校

生
な
ど
）
の
食
・
・
・
、
そ
の
時
々
の

あ
り
方
が
将
来
の
食
生
活
そ
し
て

健
康
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
健
康
に

と
っ
て
「
食
」
が
大
切
で
あ
る
こ
と

は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
で
は
一
体
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

で
し
ょ
う
か
。
改
め
て
、一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

江
別
市
家
庭
問
題
研
究
会

公
開
講
座

不
登
校
の
子
ど
も
の

理
解
を
考
え
る

日　 　 時／1 1 月1 7 日（ 水）　 1 0： 0 0 ～1 2： 0 0

場　 　 所／江別市総合社会福祉センタ ー研修室

　 　 　 　 　（ 錦町1 4 -8 7 　 TEL 3 8 5 ー1 2 3 4 ）

講　 　 師／大原祐介氏

　 　 　 　 　（ 当別町青少年活動センタ ー「 ゆう ゆう 2 4 」 所長）

参 加 費／無料

申 込 み／当日直接会場へ

問合せ先／江別手を つなぐ育成会

　 　 　 　 　 TEL 0 1 1 ー3 8 6 ー3 5 1 0 　 東（ ひがし ）まで

講演会「 地球を創る? 」

ー障がいのある人が紡ぐ豊かな地球創り ー

「
心
と
体
の
健
康
を

　
守
る
た
め
に
大
切
な
『
食
』
と
は
」

●
参
加
者
の
感
想

匿
名
希
望
さ
ん

　
い
じ
め
る
心
理
に
、
心
理
的
ス
ト

レ
ス
、
集
団
内
の
異
質
な
者
へ
の
嫌

悪
感
情
、
ね
た
み
や
嫉
妬
感
情
、
遊
び

感
覚
や
ふ
ざ
け
意
識
、
い
じ
め
の
被

害
者
と
な
る
こ
と
へ
の
回
避
感
情
が

あ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
子
ど

も
達
が
我
身
に
振
り
か
か
る
生
活
不

安
の
中
に
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
「
ど
の
子
に
も
ど
の
学
校
に
も
起

こ
り
う
る
こ
と
、
だ
れ
も
が
被
害
者

に
も
加
害
者
に
も
な
る
と
い
う
こ
と
」

を
し
っ
か
り
認
識
し
て
子
ど
も
達
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
毎
日
を
応
援

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

●
参
加
者
の
感
想

畑
　

和
子
さ
ん

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
母
の

自
立
を
目
指
し
て
い
る
団
体
と
し
て

聴
講
し
ま
し
た
。

　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
谷
川

幸
雄
先
生
の
、
経
験
豊
富
な
実
践
を

交
え
て
の
解
り
や
す
い
講
話
で
し
た

が
、
逞
し
け
れ
ば
い
い
子
育
て
の
時

代
と
違
い
、
小
・
中
・
高
校
生
の
不
登

校
の
子
ど
も
が
多
い
こ
と
に
痛
感
し

ま
し
た
。

　
不
登
校
の
実
態
や
経
過
、
タ
イ
プ
、

特
徴
な
ど
を
話
さ
れ
、
最
後
に
ど
う

や
っ
て
支
援
し
て
行
く
か
、
不
登
校

の
子
ど
も
が
本
来
的
に
も
ど
る
力
を

育
て
る
た
め
の

１０
の
提
言
を
丁
寧
に

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
に
出
会
っ
た
お
陰
で
感
謝

す
る
と
結
ば
れ
ま
し
た
が
、
お
話
を

思
い
出
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
と
向

き
合
っ
て
い
き
た
い
と
心
強
く
感
じ

ま
し
た
。

平
成
２２
年
度
「
生
涯
学
習
リ
レ
ー
講
座
」
を
聴
講
し
て

講座・ 2

子
ど
も
の
心
に
傷
を

残
す
「
い
じ
め
」
問
題
を

考
え
る
感
想

講座・ 3

教
育
の
問
題
を
考
え
る

講座・ 1
●
参
加
者
の
感
想

辺
見
敦
子
さ
ん

　
今
年
度
は
、「
今
、
教
育
の
危
機
を

考
え
る
」
と
い
う
全
体
テ
ー
マ
で
、
５

回
行
わ
れ
る
。

不
登
校
や
い
じ
め
、
児
童
虐
待
な
ど

今
日
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
第
１

回
に
関
し
て
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
、

リ
レ
ー
講
座
が
始
ま
っ
た
頃
か
ら
見

る
と
参
加
者
が
少
な
い
よ
う
に
思
え

る
。
時
期
や
時
間
が
合
わ
な
く
て
、
講

座
に
来
れ
な
い
の
か
、
考
え
て
み
る

必
要
が
あ
る
。

　
第
１
回
の
講
座
は
、
総
論
と
し
て

道
教
委
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
て
い
た
が
、
実
践
は
各
学
校
で

行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
や

子
ど
も
た
ち
の
実
情
に
合
わ
せ
た
き

め
細
や
か
な
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

「
指
導
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
的
な
も
の
で
、

画
一
的
な
実
践
は
避
け
る
べ
き
だ
と

思
っ
た
。

　
聞
か
さ
れ
た
学
校
と
い
う
こ
と
で
、

年
２
回
行
な
わ
れ
る
授
業
参
観
に
父

母
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
々
が
、
も

っ
と
参
観
す
べ
き
で
あ
る
の
に
、
実

際
は
ほ
と
ん
ど
無
、
の
よ
う
で
あ
る
。

　
北
海
道
の
教
育
を
考
え
る
な
ら
ば
、

地
域
が
学
校
に
も
っ
と
関
わ
り
を
持

ち
、
地
域
に
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う

安
心
感
が
持
て
る
も
の
で
あ
っ
た
ら

い
い
な
あ
と
思
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
各
論
が
楽
し
み
で
あ
る
。

「 秋の自然観察会」
日　 　 時／1 0 月1 7 日（ 日） 午前8 時5 0 分集合

会　 　 場／野幌森林公園（ 集合場所： 野幌森林公園大沢口）

定　 　 員／4 0 名（ 定員になり 次第、締め切ら せていただきます。）

受 講 料／無　 料

主　 　 催／江別市生涯学習推進協議会

そ の 他／当日は現地集合、現地解散と なります。

申込期間／平成2 2 年1 0 月4 日～1 0 月1 3 日まで

お申し 込み・ お問い合わせ先／江別市教育委員会生涯学習課

江別市高砂町2 4 ー6  TEL 3 8 1 ー1 0 6 2  FA X  3 8 2 ー3 4 3 4



＜江別認知症の人の家族を支える 会＞

●交流会

　 1 1 月1 8 日（ 木）／野幌公民館

　 日頃ボランティア等で訪問し ている施設の職員さ んと の交流

＜北洋美術協会＞

●年末チャリ ティ 小品展

　 1 2 月8 日（ 水）～1 2 月1 2 日（ 日）／野幌公民館

　 売上金の一部を社会福祉協議会などに寄付

＜江別市菊友会＞

●第5 7 回江別市民文化祭

　 第5 0 回江別市菊友会菊花展

　 1 1 月1 日（ 月）～3 日（ 水）／江別市コミ ュニティセンタ ー

　 菊友会員及び市民が栽培育成し た大菊小菊の菊鉢2 0 0 鉢を

　 展示する。（ 1 0 月3 1 日搬入時各賞を審査する）

＜野幌商店街振興組合＞

●ハッ ピーハロ イ ン

　 1 0 月3 0 日（ 土）／八丁目通り

　 子が仮装し 八丁目商店街を回る(おかし がもらえる)

＜特定非営利活動法人　 江別文化協会＞

●市民書道展

　 1 1 月1 日（ 月）～3 日（ 水）／野幌公民館

　 書道の発表

●市民陶芸展

　 1 1 月1 日（ 月）～3 日（ 水）／野幌公民館

　 陶芸作品の発表

●市民盆栽展

　 1 1 月1 日（ 月）～3 日（ 水）／野幌公民館

　 盆栽作品の発表

●市民美術展

　 1 1 月5 日（ 金）～8 日（ 月）／野幌公民館

　 美術作品の発表及び表彰

●一般展示

　 1 1 月1 日（ 月）～3 日（ 水）、5 日（ 金）～7 日（ 日）

　 中央、野幌公民館

　 1 1 月1 日（ 月）～3 日（ 水）／大麻公民館

　 パッ チワーク 、彫刻、園芸、日本画、押し 花、手編み、刺しゅう 、

　 木彫り、クレイフラワー、バード カービング、布絵、水墨画、ト ー

　 ルペインティング、習字、絵手紙など

●茶会

　 1 1 月3 日（ 水）／中央、大麻、野幌公民館

　 1 1 月7 日（ 日）／野幌公民館

　 お手前を披露し 、お茶を飲んでいただく

●俳句大会

　 1 1 月7 日（ 日）／中央公民館

　 俳句の発表、表彰

●将棋大会

　 1 1 月7 日（ 日）／青年センタ ー

　 将棋の大会

●第1 0 回野幌の舞

　 1 1 月2 3 日（ 火）／えぽあホール

　 江別市野幌太々神楽伝承会結成1 5 周年記念公演

●邦楽・ 邦舞大会

　 1 0 月2 4 日（ 日）／市民会館大ホール

　 日本舞踊、筝曲の発表

●洋舞フェスティ バル

　 1 1 月3 日（ 水）／市民会館大ホール

　 バレエ、ジャズダンス、フラダンス等の発表

●詩吟、剣詩舞大会

　 1 1 月3 日（ 水）／えぽあホール

　 詩吟、剣詩舞等の発表

●市民器楽祭

　 1 1 月7 日（ 日）／えぽあホール

　 器楽、吹奏楽、管弦楽器の発表

●こ ども 文化祭

　 1 1 月1 4 日（ 日）／えぽあホール

　 子ども の文化に関する活動をし ている団体発表

●エイ ベッツバンド エク スプロ ージョ ン

　 1 1 月2 1 日（ 日）／えぽあホール

　 ジャズ、ロックの発表

●市民菊花展

　 1 1 月1 日（ 月）～3 日（ 水）／コミ ュニティセンタ ー

　 菊花の展示

●孔版画展

　 1 1 月1 日（ 月）～3 日（ 水）／中央公民館

　 孔版画の展示

●市民華道展

　 1 1 月6 日（ 土）～7 日（ 日）／中央公民館

　 生け花の展示

●太々神楽民謡熱唱大会

　 1 0 月1 7 日（ 日）／えぽあホール

　 神楽民謡の発表

●大正琴フェス ティ バル

　 1 0 月2 4 日（ 日）／えぽあホール

　 大正琴の発表

●短歌大会

　 1 0 月9 日（ 土）／野幌公民館

　 短歌の発表、表彰

●川柳大会

　 1 0 月2 3 日（ 土）／野幌公民館

　 川柳の発表、表彰

●囲碁大会

　 1 0 月3 1 日（ 日）／中央公民館

　 囲碁の大会

●ＭＯＡ美術館江別児童作品展

　 1 0 月1 6 日（ 土）～1 7 日（ 日）／野幌公民館

　 市内小学生の絵画作品展示

●江別混声合唱団5 5 周年記念演奏会

　 1 0 月5 日（ 火）／えぽあホール

　 合唱の発表

＜江別市女性団体協議会＞

●平成2 2 年石狩管内女性大会・ 第5 8 回江別市女性大会

　 1 0 月6 日（ 水）／野幌公民館ホール

　 内容：管内大会と 合同開催、公演など

　 対象：市民

会員活動イベント 情報 加入団体の行事紹介・ お知ら せコ ーナーです。 参加交流の輪が広がる事を期待し ます。



【
こ
れ
か
ら
の
上
演
作
品
】

★
2
0
1
1
年
11
月
12
日

無
名
塾
　

「
炎
の
人
」

出
演
／
仲
代
達
矢
、
岡
本
舞
ほ
か

★
2
0
1
1
年
2
月

文
化
座
　

「
て
け
れ
っ
つ
の
ぱ
」

出
演
／
佐
々
木
愛
、
阿
部
敦
子
ほ
か

★
2
0
1
1
年
４
月

加
藤
健
一
事
務
所
　

「
出
発
の
詩
集
〜

モ
ス
ク
ワ
か
ら
の
退
却
〜
」

出
演
／
加
藤
健
一
・
久
野
綾
希
子
・
山

本
芳
樹

★
2
0
1
1
年
６
月

俳
優
座
劇
場
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
 

「
東
京

原
子
核
ク
ラ
ブ
」

出
演
／
田
中
壮
太
郎
・
二
瓶
鮫
一
ほ
か

★
2
0
1
1
年
10
月

東
京
ヴ
ォ
ー
ド
ヴ
ィ
ル
シ
ョ
ー
 「

ア
パ

ッ
チ
砦
の
攻
防
」

出
演
／
佐
藤
Ｂ
作
・
角
野
卓
造
ほ
か

★
2
0
1
1
年
12
月

劇
団
民
藝
 「

海
霧
」

出
演
／
樫
山
文
枝
・
伊
藤
孝
雄
ほ
か

こ
ん
に
ち
は
！
　

江
別
演
劇
鑑
賞
会

《
あ
と
が
き
》

食
欲
の
秋
で
す
ね
！

今
年
の
気
象
変
動
は
農
作
物
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

心
か
ら
爽
や
か
な
実
り
の
秋
を
迎
え
て

ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

ら
・
ら
・
ら
も
号
を
重
ね
、
益
々
皆
様
に

役
立
て
て
頂
け
る
情
報
誌
で
あ
り
た
い

と
思
う
。

鈴
江
恵
理
子

　
江
別
演
劇
鑑
賞
会
は
江
別
で
素
敵
な
芝
居
を
定
期
的
に
観
続
け
よ
う
と
、

1
9
8
8
年
に
設
立
し
た
、
会
員
制
の
会
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
観
た
舞
台
は
１
１
０
作
品
を
数
え
、
新
劇
・
歌
舞
伎
・
狂
言
・
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
舞
台
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
運
営
は
全
て
会
員
の
手
で
行
っ
て
い
ま
す
。

劇
団
を
迎
え
る
準
備
か
ら
、
当
日
の
大
道
具
の
搬
入
・
搬
出
、
受
付
な
ど
会
員

同
士
が
分
担
し
協
力
し
あ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
今
、
希
薄

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
人
間
関

係
を
強
め
、
人
と
人
と
の
絆
を

深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　
演
劇
が
好
き
な
人
な
ら
ど
な

た
で
も
江
別
演
劇
鑑
賞
会
は
、

演
劇
が
好
き
な
方
な
ら
ど
な
た

で
も
入
会
可
能
で
す
。
私
達
の

仲
間
に
な
っ
て
お
芝
居
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
？
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逝
の
娘
の
息
の
結
婚
に

　
　
　
　

お
ば
ば
は
神
戸
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

泣
き
に
来
て
を
り

N
P
O
法
人
江
別
市
文
化
協
会
所
属
　

短
歌
サ
ー
ク
ル
「
れ
ん
が
の
会
」
　

高
梨
　

富
士
子

　
　
　
　

孫
１２
才
　

母
４２
才
で
死
別

　
　
　
　

淋
し
さ
苦
し
さ
を
の
り
越
え
今
皆
さ
ん
に
祝
福
さ
れ
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
彼
を
見
て

高
梨
　

富
士
子

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

mailto:45850@sand.odn.ne.jp

